
第29回少年問題シンポジウム

「少年の非行及び被害を生まない社会をつくるために」

～ネット被害から子どもを守るためにやるべきこと～

「全少協サイバーボランティアの取り
組み」

全少協インターネット利用による少年サポート活動指定員

静岡県細江警察署少年警察協助員連絡会 会長 今田誠人



全少協旧システム
HotLine

主たる活動内容

1.児童宛注意喚起メール送信

2.不適切な出会い系サイト事業者への告知

3.少年相談





1.児童宛注意喚起メール送信

・平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 21,629件

・平成30年度（平成30年4月1日～平成31年3月31日） 22,541件

・令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日） 20,954件

・令和2年度 （令和2年4月1日～令和3年3月31日） 19,756件

主にメル友募集掲示板にて異性との交際や不適切な関係を求める書込みに対して行った。

具体例：彼氏募集・彼女募集・会える人・セフレ募集・援助交際・援・プチ・￥

お金に困っています・チ〇チ〇見せます（見せて）・オ〇ニー見せます（見せて）

エロ写メ送って（交換）等々

18歳未満または高校生による下着売買の書込み



2.不適切な出会い系サイト事業者への告知

（出会い系サイト規制法に抵触する事業者宛）

・平成17年（1月1日～12月31日） 623件

・平成18年（1月1日～12月31日） 190件

・平成19年（1月1日～12月31日） 195件

・平成20年 （1月1日～12月31日） 50件

・平成21年（1月1日～12月31日） 125件

・平成22年 （1月1日～12月31日） 15件

3.少年相談受理件数

・平成17年（1月1日～12月31日） 107件

・平成18年（1月1日～12月31日） 35件

・平成19年（1月1日～12月31日） 8件

・平成20年 （1月1日～12月31日） 11件

・平成21年（1月1日～12月31日） 4件

・平成22年 （1月1日～12月31日） 5件



新システム（全少協サイバーパトロールシステム（通称
CPS））









援助交際系

•旧システム

•私は１２歳大阪住みです。
フェラ５千円、フェラ口出し
６千円、顔射はそれどれの値
段に３千円追加。服はあり。

•上Tシャツに下パンツは１千
円追加。上シャツに下ノーパ
ンは３千円追加。その他は
メールで問い合わせしてくだ
さい。

•新システム

割りきり/援助/名古屋/サポ/JK／ぱぱ活/パイパン
/巨乳/愛知県/ いろいろ、わけあって困ってます。
胸はFだよ!冷やかしお断り対策にてGメールに連絡
してね! yuu93975 裏垢女子はじめました!
名古屋で会える人よろしく!! 裏垢#援助#割りきり

#サポ#パパ活#巨乳#パイパン#愛知県#

（＃援助 JK）



•旧システム

•ギャルJCですが、Fと騎乗位
得意です。普段は3～だけど
今回は至急なんで2で。

•新システム（＃援交）

jkですホ別2万でどー？笑



画像交換系

旧システム 新システム

「エッチな写メみたい。

直メOkだから。どんどん送っ
てきてね。最初から写メつけ
て送ってくれたら、

ウチもオッパイとかアソコの
写メ付けて送り返すね。沢山
交換しないた」



ツイッターより＃動画販売 ツイッターより＃援交JK





全少協CPS活動状況

Twitter通報件数 旧システム児童宛件数 前年同月比

令和4年4月 システム変更のため活動休止 令和3年4月 1,353

令和4年5月
新システム開始（5/10～）

519
令和3年5月 1,484 -965

令和4年6月 787 令和3年6月 1,584 -797

令和4年7月 793 令和3年7月 1,473 -680

令和4年8月 1,666 令和3年8月 1,528 138

令和4年9月 2,109 令和3年9月 1,406 703



アラフィフになった元「援助交際少女」 娘をもったいま「パパ活女子」に思うこと（抜粋）

https://news.yahoo.co.jp/articles/4b52ccc2a6bd3b2dbd8ba7e8e2d4f016e3614b60

「援助交際」が流行語大賞にノミネートされたのは1996年の事だった。あれから四半世紀以上が経ついまも、似たような行為は名前を変え
て続いている。かつての「援交少女」はどう生きているのだろうか。『売る男、買う女』（新潮社）などの著書があり、自身も夜の世界の
仕事で働いた経験のあるノンフィクション作家の酒井あゆみ氏が取材した。

表だって遊ぶことが難しくなったコロナ禍で、市場が拡大した「パパ活」。かつて援助交際をしていた貴子（仮名=45歳=）に率直な意見
を聞いてみると、こんな返事が返ってきた。 「親が自分の子供の下着をネットで売ったりしてるってニュースも見たけど、タチ悪すぎ。貧
困のせいにしている話もあって、信じられないよ」

パパ活女子については「本人がやりたきゃいいんじゃん」というスタンス。でも娘がパパ活をするといったら「全力で止める」。自分の
過去を後悔しているわけではないが、自分と同じようなことを娘にはさせたくない。一見矛盾のようだが、本音なのだろう。

• いまのパパ活は「安すぎ」

貴子が援助交際をしていた当時といまとでいちばん違うのは「値段」だろう。現在のパパ活での“オトナ”、つまり大人の関係は3万円から
が相場だと教えると、 「安すぎ。私だったら絶対にやらない。私の時代は『いま履いているパンツくれたらお小遣い』で3000円から5000
円。一緒にお茶飲むだけで5000円から、3万円くれた人もいたな。寝るのはその人にあわせて値段を変えていたけど、5万円くらいがふつう
だった。中には10万円くれた人もいたなあ。わたしは違ったけど、未経験の子は20万円というのも聞いたことがある」

当時は「女子高生ブーム」の真っ只中。中高年の男性が未成年女子に群がり「吐き古した靴下」まで買っていたような時代だ。当時、貴
子の月収は50万円を超えたが、お金は“仕事”おわりにみんなで食べる焼肉などに消えていた。

・ 娘に願うことは…

「私は援助交際で危ない目にもあってないし、とくに後悔はしていない。ただ、普通ではない青春時代だったという思いはある。
高校生同士の淡い恋愛とかはしてみたかったな。だから娘には、できれば同い年の、その時に好きな相手と早くしてほしい。私に
は隠しているけど、一応、彼氏はいるみたいで。『友達と遊園地に行く』ってめちゃくちゃおしゃれして出かけていって、なのに
その時の写真は一切見せようとしない。娘のスマホの位置情報をチェックしているかぎりでは、相手の家なんかには行ってなさそ
うだから “まだ”だと思う（笑）」



「1枚5000円」娘のパンツをフリマアプリで売る母親 法で裁けない裏取引の実態（抜粋）

https://www.news-postseven.com/archives/20220908_1790900.html?DETAIL
メルカリをはじめとしたフリマアプリには、古本や衣服など多くの私物が出品される。そのなかに小学生の女児の下着が、しかも母親の手によって密かに売りに

出されているとは、決して看過できない。

「どこにいったんだろうね」

「コロナで夫の手取りの給料が3割削られ、私もバイトをクビになりました。3人目の子が生まれて貯金が底を突きかけた時、ツイッターで偶然『売り子』の界隈を
見つけて。子供にお菓子を買えない日が3日続いた時に、『もうやっちゃおう』と夫に内緒で決断しました」

「ツイッターで買ってくれる人を募集して、9歳の長女のパンツを1枚5000円で売ります。売り上げは月4万～5万円ですね。パンツはネットや量販店でなるべく安く
買って、買い手さんが見つかり次第新しいものを娘に穿かせて出品します。娘にもお気に入りのガラや色があるから、それを売ると『あれ、なくなっちゃった』と
言われることはある。その時は『どこにいったんだろうね』と必死にごまかすしかないですね」（ユカさん）

「ブルセラブームでは、専門店で女子高生本人が使用済みのパンツやルーズソックスを売っていました。今はフリマアプリが普及して個人販売で私物を何でも売れ
るようになり、中学生、小学生の下着や衣服が簡単に売買できてしまう。子供の下着も、親が『何でも売れる』感覚の延長線上で売っているのかもしれない」

具体的にどう売買されるのか。

「ツイッターで、隠語のハッシュタグを用いて使用済み商品を告知すれば、その手の買い手は気づいてくれる。『白系のパンツが欲しい』などとDM（ダイレクト
メッセージ）で問い合わせてくる買い手さんとやり取りします。交渉がまとまったら『今から出品します』と確認を取ってから、メルカリにハンカチなどダミーの
商品写真を使って匿名で出品し、すぐに買ってもらう。金銭の受け渡しもメルカリを通せばスムーズだし、お互いの本名や住所を知られることはありません」（同
前）

メルカリでは出品の際、お互いの名前を匿名に設定することができる。出品時はコンビニ等で送付票出力を行なうが、送り先は運送会社だけがわかる仕組みに
なっている。物品がメルカリを経由しないため、下着などのやりとりに“悪用”されているのが現状だ。

売買される“私物”は多岐にわたるが、それにしても小学生のパンツを誰が、何のために買うのだろうか。前出のサヤカさんが話す。

「高校生の娘がいる50代の常連客は『匂いが好きなので女子小学生のパンツや靴下を購入し、匂ったり被ったりした後、ジッパー袋に入れて保存します』と言って
いました。なかには小学生の子供がいる買い手さんもいます」

あっけらかんと語るサヤカさんの傍らで、その夫が複雑な胸中を明かす。

「最初に妻から話を聞いた時は、正直バカじゃないかと思いましたよ。子供のパンツに対する性癖も理解できず、購入者に対する嫌悪感は消えません。それでも自
分がガンガン稼げるわけでもなく、家計のため最終的に受け入れるしかなかった。子供や嫁の下着を他人に差し出すのは今も抵抗があり、モヤモヤは残ったままで
すが……」


